	17
（月）
	ヨセフの信仰 (しんこう)告白 (こくはく)

	
	創50章15～21節　あなたがたは私 (わたし)に悪 (あく)を謀 (はか)りましたが、神 (かみ)はそれを、良 (よ)いことのための計 (はか)らいとしてくださいました。それは今日 (きょう)のように、多 (おお)くの人 (ひと)が生 (い)かされるためだったのです。(20)

	
	正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を持 (も)っているRemnantの信仰 (しんこう)告白 (こくはく)は、100年 (ねん)、1000年 (ねん)、永遠 (えいえん)の答 (こた)えだけでなく、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の答 (こた)えとして与 (あた)えられます。また、運命 (うんめい)をひっくり返 (かえ)して、暗闇 (くらやみ)に光 (ひかり)を照 (て)らす働 (はたら)きが起 (お)こるようになります。ヨセフはどんな信仰 (しんこう)告白 (こくはく)をしたのでしょうか。

１つ目 (め)、家庭 (かてい)で信仰 (しんこう)告白 (こくはく)をしました。太陽 (たいよう)と月 (つき)、星 (ほし)がお辞儀 (じぎ)をする世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の夢 (ゆめ)をお父 (とう)さんと兄 (あに)たちの前 (まえ)で話 (はな)しました。それを聞 (き)いてねたんだ兄 (あに)たちは、ヨセフを奴隷 (どれい)として売 (う)りました。しかし、奴隷 (どれい)という現実 (げんじつ)と関係 (かんけい)なく、神様 (かみさま)がくださった世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の契約 (けいやく)は成就 (じょうじゅ)しました。２つ目 (め)、現場 (げんば)で信仰 (しんこう)告白 (こくはく)をしました。ヨセフがいたすべての現場 (げんば)の人々 (ひとびと)がヨセフとともにおられる神様 (かみさま)を見 (み)ました。現場 (げんば)に現 (あらわ)れた信仰 (しんこう)告白 (こくはく)は、御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)として現 (あらわ)れるのです。３つ目 (め)、成就 (じょうじゅ)した契約 (けいやく)の信仰 (しんこう)告白 (こくはく)をしました。夢 (ゆめ)を解 (と)き明 (あ)かすためにヨセフがファラオの前 (まえ)に立 (た)ったとき「私 (わたし)とともにおられる主 (しゅ)が知 (し)らせてくださるのです」と告白 (こくはく)しました。総理 (そうり)になり、再 (ふたた)び会 (あ)った兄 (あに)たちの前 (まえ)で「兄 (あに)たちが私 (わたし)を売 (う)ったのではなく、神様 (かみさま)がいのちを救 (すく)うために私 (わたし)を先 (さき)に遣 (つか)わされた」と告白 (こくはく)しました。

Remnantが握 (にぎ)る正確 (せいかく)な契約 (けいやく)と告白 (こくはく)は、驚 (おどろ)くべき力 (ちから)を現 (あら)わします。今日 (きょう)、契約 (けいやく)の重要 (じゅうよう)な信仰 (しんこう)告白 (こくはく)ができるように祈 (いの)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)の正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、私 (わたし)がいる現場 (げんば)で重要 (じゅうよう)な信仰 (しんこう)告白 (こくはく)をすることができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.02.09.1部



	18
（火）
	変質 (へんしつ)と変化 (へんか)

	
	出1章10～22節　神 (かみ)はこの助産婦 (じょさんぷ)たちに良 (よ)くしてくださった。そのため、この民 (たみ)は増 (ふ)えて非常 (ひじょう)に強 (つよ)くなった。(20)

	
	神様 (かみさま)がくださった福音 (ふくいん)の祝福 (しゅくふく)を分 (わ)からなければ、福音 (ふくいん)は変質 (へんしつ)します。ヨセフを通 (とお)してエジプト福音化 (ふくいんか)が起 (お)こったのですが、イスラエルは福音 (ふくいん)を逃 (のが)して、福音 (ふくいん)は変質 (へんしつ)してしまいました。結局 (けっきょく)、サタンの手 (て)につかまるようになったのです。それなら、神様 (かみさま)がRemnantに与 (あた)えようとされる祝福 (しゅくふく)は何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、出 (しゅつ)エジプトです。そのために、羊 (ひつじ)の血 (ち)を塗 (ぬ)る日 (ひ)に解放 (かいほう)される過越祭 (すぎこしさい)を備 (そな)えられました。荒野 (あらの)を通 (とお)る間 (あいだ)には、力 (ちから)で働 (はたら)かれました(五旬節 (ごじゅんせつ))。そして、御座 (みざ)の背景 (はいけい)を(仮庵祭 (かりいおさい))くださいました。２つ目 (め)、荒野 (あらの)の祝福 (しゅくふく)です。神様 (かみさま)は荒野 (あらの)を通 (とお)る間 (あいだ)、契約 (けいやく)の箱 (はこ)について行 (い)きなさいと言 (い)われました。契約 (けいやく)の箱 (はこ)の中 (なか)には、永遠 (えいえん)に変 (か)わらない神様 (かみさま)のみことばが書 (か)かれた石 (いし)の板 (いた)がありました。マナを入 (い)れた壷 (つぼ)と、礼拝 (れいはい)とみことばでイスラエルの民 (たみ)を導 (みちび)くアロンの芽 (め)が出 (で)た杖 (つえ)もありました。３つ目 (め)、カナンの征服 (せいふく)と幕屋 (まくや)の祝福 (しゅくふく)です。幕屋 (まくや)にあるすべては、すべてキリストを現 (あら)わすのです。神様 (かみさま)は荒野 (あらの)を通 (とお)るイスラエルの民 (たみ)が幕屋 (まくや)中心 (ちゅうしん)にあらゆる事 (こと)をするようにされました。Remnantは、キリスト中心 (ちゅうしん)にあらゆる事 (こと)をすれば良 (よ)いのです。

Remnantは絶対 (ぜったい)に解決 (かいけつ)できないサタンののろいから、キリストによって解放 (かいほう)されました。その福音 (ふくいん)の祝福 (しゅくふく)を毎日 (まいにち)祈 (いの)りで味 (あじ)わいましょう。

	
	神様 (かみさま)、毎日 (まいにち)福音 (ふくいん)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2025.02.09.2部




	19
（水）
	だまされない祈 (いの)りの庭 (にわ)

	
	マタ6章33節　まず神 (かみ)の国 (くに)と神 (かみ)の義 (ぎ)を求 (もと)めなさい。そうすれば、これらのものはすべて、それに加 (くわ)えて与 (あた)えられます。(33)

	
	イエス様 (さま)はオリーブ山 (やま)で40日間 (にちかん)*御座 (みざ)について語 (かた)られました。そして、教会 (きょうかい)と学業 (がくぎょう)を生 (い)かす御座 (みざ)のことについても語 (かた)ってくださいました。ところで、多 (おお)くのRemnantがこの奥義 (おくぎ)をよく味 (あじ)わうことができません。その理由 (りゆう)は何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、私 (わたし)にだまされるからです。神様 (かみさま)がくださった祝福 (しゅくふく)を分 (わ)からないことが、だまされることです。神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)をのがして心配 (しんぱい)するとき、サタンにだまされるのです。それゆえ、Remnantは私 (わたし)にだまされずに、神様 (かみさま)のみことばを聞 (き)けば良 (よ)いのです。２つ目 (め)、現実 (げんじつ)と世 (よ)の中 (なか)にだまされます。現場 (げんば)に行 (い)って神様 (かみさま)が私 (わたし)とともにおられることをのがしてしまいます。人 (ひと)のせいで、神様 (かみさま)が私 (わたし)たちとともにおられるインマヌエルの祝福 (しゅくふく)をのがします。また、事件 (じけん)のせいですべてを働 (はたら)かせてワンネスを成 (な)し遂 (と)げる神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)をのがします。すべてをのがしてしまうのです。３つ目 (め)、サタンにだまされます。サタンは、御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)を受 (う)けられないようにだまします。目 (め)には見 (み)えませんが、世 (よ)の中 (なか)を掌握 (しょうあく)して人 (ひと)を引 (ひ)っ張 (ぱ)っていきます。良 (よ)いことを与 (あた)えるかのように光 (ひかり)の御使 (みつか)いとして現 (あらわ)れます。しかし、それは暗闇 (くらやみ)に引 (ひ)きずられて行 (い)くことです。

Remnantは、今 (いま)、目 (め)の前 (まえ)に起 (お)きている問題 (もんだい)にだまされてはいけません。それゆえ、だまされない祈 (いの)りの庭 (にわ)を作 (つく)る必要 (ひつよう)があるのです。一日 (いちにち)に一度 (いちど)でもサタンがひざまずくように、御座 (みざ)を味 (あじ)わう時間 (じかん)を持 (も)ちましょう!

*御座 (みざ)：王 (おう)が座 (すわ)る席 (せき)、すなわち、目 (め)に見 (み)えないように万物 (ばんぶつ)を治 (おさ)められる神様 (かみさま)の統治 (とうち)を意味 (いみ)します。

	
	神様 (かみさま)、御座 (みざ)の答 (こた)えを味 (あじ)わって、私 (わたし)、教会 (きょうかい)、現場 (げんば)を生 (い)かしますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.02.15.レムナントとTCK伝道学



	20
（木）
	私 (わたし)、教会 (きょうかい)、現場 (げんば)を変 (か)える伝道 (でんどう)

	
	使2章9～11節　ユダヤ人 (じん)もいれば改宗者 (かいしゅうしゃ)もいる。またクレタ人 (じん)とアラビア人 (じん)もいる。それなのに、あの人 (ひと)たちが、私 (わたし)たちのことばで神 (かみ)の大 (おお)きなみわざを語 (かた)るのを聞 (き)くとは。(11)

	
	私 (わたし)たちは正確 (せいかく)な福音 (ふくいん)を持 (も)つ必要 (ひつよう)があります。それでこそ、私 (わたし)と教会 (きょうかい)、現場 (げんば)を神様 (かみさま)が生 (い)かされるのを見 (み)ることができます。サタンの勢力 (せいりょく)は、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の力 (ちから)によって勝 (か)つことができます。ですから、私 (わたし)たちがインマヌエルを味 (あじ)わう祈 (いの)りを24時 (じ)味 (あじ)わえば良 (よ)いのです。すると、５千 (せん)種族 (しゅぞく)と世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の門 (もん)を神様 (かみさま)が開 (ひら)いてくださいます。Remnantはそのときに与 (あた)えられる三 (みっ)つの答 (こた)えを知 (し)りましょう。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)が私 (わたし)を変 (か)える働 (はたら)きが続 (つづ)けて起 (お)こります。ただキリストと、ただ御座 (みざ)の力 (ちから)の中 (なか)で成 (な)り立 (た)つことをして、まことの答 (こた)えを受 (う)けましょう。２つ目 (め)、現場 (げんば)と教会 (きょうかい)を変 (か)えるために祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)しましょう。すると、７やぐらが答 (こた)えとして与 (あた)えられます。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)は、目 (め)には見 (み)えませんが働 (はたら)いておられます。７旅程 (りょてい)と７道 (みち)しるべを祈 (いの)りで味 (あじ)わえば、現場 (げんば)が変 (か)わるのを見 (み)るようになります。３つ目 (め)、祈 (いの)る時間 (じかん)に神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)から味 (あじ)わえば、未来 (みらい)が変 (か)わります。そして、五旬節 (ごじゅんせつ)に起 (お)きた聖霊 (せいれい)に満 (み)たされる力 (ちから)が臨 (のぞ)みます。そのとき、世界 (せかい)に向 (む)かった門 (もん)が開 (ひら)かれるのを見 (み)ます。その門 (もん)に、みことばを握 (にぎ)って進 (すす)んで行 (い)けば良 (よ)いのです。すると、礼拝 (れいはい)が生 (い)かされて私 (わたし)の献金 (けんきん)は光 (ひかり)の経済 (けいざい)になります。

Remnantは一日 (いちにち)に一度 (いちど)でもゆっくり呼吸 (こきゅう)して三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)しましょう。朝 (あさ)と昼 (ひる)、夜 (よる)に短 (みじか)くても祈 (いの)る時間 (じかん)を持 (も)ちましょう!

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)がくださったやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべの答 (こた)えを持 (も)って私 (わたし)、教会 (きょうかい)、現場 (げんば)を変 (か)えますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
2025.02.15.核心訓練



	21
（金）
	癒 (い)やす伝道者 (でんどうしゃ) - 霊 (れい)的 (てき)癒 (い)やし

	
	Ⅲヨハ1章2節　愛 (あい)する者 (もの)よ。あなたのたましいが幸 (さいわ)いを得 (え)ているように、あなたがすべての点 (てん)で幸 (さいわ)いを得 (え)、また健康 (けんこう)であるように祈 (いの)ります。

	
	Remnantは癒 (い)やす伝道者 (でんどうしゃ)です。まず先 (さき)に、目 (め)に見 (み)えない霊的癒 (れいてきい)やしからする必要 (ひつよう)があります。霊的癒 (れいてきい)やしにはどんな事 (こと)があるのでしょうか。

１つ目 (め)、ユダヤ・キリスト教 (きょう)を癒 (い)やす必要 (ひつよう)があります。ユダヤ・キリスト教 (きょう)は、イエスがキリストだと言 (い)ってはならないと言 (い)いました。そして、原罪 (げんざい)と自分 (じぶん)が犯 (おか)す罪 (つみ)、福音 (ふくいん)と律法 (りっぽう)を区分 (くぶん)できませんでした。霊的 (れいてき)世界 (せかい)に対 (たい)して無知 (むち)だったのです。その人々 (ひとびと)をすべての問題 (もんだい)を終 (お)わらせたカルバリの丘 (おか)、御座 (みざ)のミッションを受 (う)けたオリーブ山 (やま)、礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りのマルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の契約 (けいやく)で至急 (しきゅう)に癒 (い)やすのです。２つ目 (め)、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の限界 (げんかい)を癒 (い)やす必要 (ひつよう)があります。人々 (ひとびと)は神様 (かみさま)のみことばより人 (ひと)の話 (はなし)を重要 (じゅうよう)に考 (かんが)えました。聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きより自分 (じぶん)が考 (かんが)えるとおりに行動 (こうどう)しました。それゆえ、キリストが与 (あた)えてくださったやぐらを刻印 (こくいん)させて、旅程 (りょてい)で根 (ね)をおろして、道 (みち)しるべが人生 (じんせい)の体質 (たいしつ)になるようにするのです。３つ目 (め)、ローマ教会 (きょうかい)の*教権 (きょうけん)を癒 (い)やす必要 (ひつよう)があります。教会 (きょうかい)が力 (ちから)を得 (え)たので、福音 (ふくいん)より力 (ちから)にさらに関心 (かんしん)を持 (も)つようになりました。そこで、分裂 (ぶんれつ)とわざわいが起 (お)こり、戦争 (せんそう)を避 (さ)けることができませんでした。Remnantは、聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)ける絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てましょう。聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きで絶対 (ぜったい)旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)めば、絶対道 (ぜったいみち)しるべという聖霊 (せいれい)の実 (み)を結 (むす)びます。

そのために、自分 (じぶん)自身 (じしん)を点検 (てんけん)して癒 (い)やす祈 (いの)りの時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。

* 教権 (きょうけん):教会 (きょうかい)が持 (も)っている力 (ちから)です。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)に間違 (まちが)って刻印 (こくいん)されたユダヤ・キリスト教 (きょう)、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)、ローマ教会 (きょうかい)の教権 (きょうけん)があるかを教 (おし)えてくださり、癒 (い)やしてください。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.11.04.2024女性教役者修練会1講



	22
（土）
	癒 (い)やす伝道者 (でんどうしゃ) - 300%

	
	Ⅲヨハ1章2節　愛 (あい)する者 (もの)よ。あなたのたましいが幸 (さいわ)いを得 (え)ているように、あなたがすべての点 (てん)で幸 (さいわ)いを得 (え)、また健康 (けんこう)であるように祈 (いの)ります。

	
	Remnantは神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みの中 (なか)で、神様 (かみさま)が私 (わたし)を生 (い)かされることを知 (し)りましょう。すると、神様 (かみさま)の働 (はたら)きで現場 (げんば)が生 (い)かされます。これを続 (つづ)けることによって、いのち運動 (うんどう)が続 (つづ)いて起 (お)こるシステムの答 (こた)えを受 (う)けましょう。

１つ目 (め)、伝道 (でんどう)することは重要 (じゅうよう)ですが、聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを待 (ま)つことが先 (さき)です。パウロは完全 (かんぜん)に聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)けました。その後 (あと)に、聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きによって暗闇 (くらやみ)が砕 (くだ)かれて、暗闇 (くらやみ)文化 (ぶんか)、偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)が変 (か)わりました。悪霊 (あくれい)につかれた者 (もの)も癒 (い)やされました。そのとき、聖霊 (せいれい)の実 (み)として、弟子 (でし)が出 (で)て来 (き)ます。２つ目 (め)、Remnantは世々 (よよ)にわたって隠 (かく)されていたことを味 (あじ)わいましょう。すると、先 (さき)に福音 (ふくいん)の中 (なか)で弟子 (でし)と会 (あ)うようになり、現場 (げんば)に弟子 (でし)が立 (た)てられます。絶対 (ぜったい)システムの出会 (であ)いが起 (お)こるのです。３つ目 (め)、Remnantはタラントを準備 (じゅんび)しましょう。力 (ちから)になる本 (ほん)を読 (よ)んでみことばで答 (こた)えを出 (だ)し、成功 (せいこう)した人物 (じんぶつ)を学 (まな)んでキリストで答 (こた)えを出 (だ)しましょう。そして、どこへ行 (い)っても、そこの文化 (ぶんか)を三 (みっ)つの祭 (まつ)りの答 (こた)えで生 (い)かすのです。Remnantは、ただ、唯一性 (ゆいいつせい)、再創造 (さいそうぞう)の答 (こた)えとそのシステムを持 (も)って世 (よ)の中 (なか)に出 (で)て行 (い)きましょう。その程度 (ていど)ではなく、神様 (かみさま)が私 (わたし)、私 (わたし)たちとともにおられ、すべてとともにおられるということに対 (たい)するシステムも持 (も)ってください。

これからは、私 (わたし)と教会 (きょうかい)、現場 (げんば)を生 (い)かす弟子 (でし)の答 (こた)えを受 (う)けるように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)と教会 (きょうかい)、現場 (げんば)を生 (い)かす300%の答 (こた)えを受 (う)ける弟子 (でし)の答 (こた)えを受 (う)けるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.11.04.2024女性教役者修練会2講



